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平
塚
市
役
所
　
行
政
改
革

金
子 

修
一 

議
員

に
よ
る
財
源
の
捻
出
や
自
主
財

源
、
国
県
補
助
金
な
ど
の
依
存

財
源
の
確
保
に
よ
る
持
続
可
能

な
財
政
運
営
に
取
り
組
む
。

問　
介
護
や
医
療
で
、
施
策
を

充
実
す
る
こ
と
に
よ
り
雇
用
が

生
ま
れ
、
人
も
集
ま
り
、
今
後

の
財
政
を
つ
く
る
と
思
う
が
、

見
解
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長　
医
療
な
ど
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
で
本
市
を
売
り

出
す
取
り
組
み
を
進
め
て
、
人

口
減
少
に
少
し
で
も
歯
止
め
を

か
け
て
い
き
た
い
。

平
塚
市
火
災
予
防
条
例

問　
法
令
違
反
内
容
を
公
表
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
改
正
の
理

由
を
伺
う
。

消
防
長　
建
物
利
用
者
の
防
火

安
全
へ
の
認
識
を
高
め
、
火
災

被
害
の
軽
減
を
図
り
、
建
物
関

係
者
に
対
し
消
防
用
設
備
の
設

置
促
進
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

問　
費
用
の
問
題
で
設
置
で
き

な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
う
が
、

ど
う
改
善
し
て
い
く
の
か
。

消
防
長　
粘
り
強
く
指
導
す
る
。

町
内
福
祉
村 

事
業
の
検
証

問　
現
在
、
17
公
民
館
地
区
に

あ
る
町
内
福
祉
村
の
活
動
内
容

を
伺
う
。

福
祉
部
長　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
よ
る
相
談
対
応
、
ふ
れ

あ
い
交
流
、
ご
み
出
し
な
ど
の

身
近
な
生
活
支
援
が
あ
る
。

問　
補
助
金
は
、
大
神
地
区
が

１
４
９
万
円
、
富
士
見
地
区
が

５
５
０
万
円
と
差
が
あ
る
が
、

そ
の
理
由
は
何
か
。

福
祉
部
長　

光
熱
水
費
、通
信

運
搬
費
、
民
間
施
設
の
家
賃
な

ど
で
差
異
が
生
じ
る
。
補
助
金

は
直
接
的
経
費
を
対
象
と
す
る

の
で
、
報
酬
の
支
払
い
は
な
い
。

問　
ラ
ン
チ
の
提
供
、
喫
茶
ス

ペ
ー
ス
な
ど
の
経
費
支
出
の
方

法
を
伺
う
。

福
祉
部
長　
細
か
い
活
動
内
容

災
害
対
策
は
最
悪
の

ケ
ー
ス
を
想
定
す
る

問　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
大

地
変
動
の
時
代
を
迎
え
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。
陸
地
で
起
こ
る

「
首
都
直
下
地
震
」
海
域
で
起

こ
る
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」、

活
火
山
の
「
噴
火
」
と
い
う
３

項
目
を
重
大
な
事
柄
と
し
て
、

全
て
の
政
策
や
事
業
計
画
に
お

い
て
、
自
治
体
と
し
て
生
き
抜

く
た
め
の
必
要
な
決
断
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
の
中
で
、

熊
本
地
震
の
検
証
は
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
き
た
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
６
月
１

日
か
ら
３
日
ま
で
職
員
を
熊
本

市
や
益
城
町
、
南
阿
蘇
村
な
ど

に
派
遣
し
、
住
民
の
避
難
行
動

は
把
握
し
て
い
な
い
。

問　
富
士
見
地
区
の
家
賃
に
年

間
３
６
０
万
円
支
出
し
て
い
る

が
、
そ
こ
ま
で
し
て
町
内
福
祉

村
を
開
設
す
る
の
か
。

福
祉
部
長　
地
域
内
に
公
共
施

設
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
た

め
こ
の
結
果
と
な
っ
た
。

問　
事
業
内
容
、
補
助
金
使
途

の
報
告
は
あ
る
の
か
。

福
祉
部
長　
活
動
内
容
の
報
告

書
を
出
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

問　
補
助
金
支
出
約
４
千
万
円

の
管
理
は
で
き
て
い
る
の
か
。

福
祉
部
長　
細
か
い
活
動
状
況

を
市
民
に
き
ち
ん
と
伝
わ
る
よ

う
に
し
た
い
。

市
内
小
・
中
学
校

の
教
育
力
向
上

問　
平
成
28
年
度
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
の
結
果
を
伺
う
。

教
育
長　
ま
だ
文
部
科
学
省
か

や
行
政
の
対
応
な
ど
の
調
査
を

し
た
。
家
屋
の
耐
震
化
、
備
蓄

品
、
物
資
の
輸
送
、
避
難
所
の

運
営
、
車
中
泊
避
難
な
ど
の
課

題
が
挙
げ
ら
れ
、
今
後
の
対
応

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
検
証
を
受
け
て
、
被
害
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
発
生
す
る

現
象
と
事
態
を
想
定
し
た
対
応

を
考
え
て
い
る
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
津
波
避

難
ビ
ル
な
ど
の
対
策
が
進
ん
で

い
る
。
ま
た
今
回
補
正
予
算
に

計
上
し
た
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を

普
及
さ
せ
て
い
き
た
い
。

問　
土
砂
災
害
と
建
物
の
倒
壊

に
つ
い
て
、
必
要
な
対
応
と
し

て
ど
の
よ
う
な
選
択
を
し
た
の

か
。
今
後
、
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
た
め
の
検
証
を
現
場
で
確

認
し
、
ど
の
よ
う
な
結
論
と
し

て
出
て
い
る
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
全
庁
的

に
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を

考
え
、
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ

Ｐ
）
に
も
反
映
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。　

問　
行
政
の
対
応
、
行
政
と
市

民
と
民
間
と
の
連
携
の
検
証
報

告
書
は
で
き
て
い
る
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
今
回
、

熊
本
へ
調
査
に
行
っ
た
６
名
の

調
査
報
告
書
が
あ
る
。

問　
報
告
書
を
今
後
、
部
長
、

課
長
、
担
当
者
会
議
に
ど
う

諮
っ
て
い
く
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
今
後
、

国
の
検
証
結
果
と
対
策
を
見
て

会
議
に
諮
り
地
域
防
災
計
画
に

反
映
し
て
い
き
た
い
。

災
害
の
規
模
と
時
期
と

喫
緊
の
対
策

問　
国
が
示
す
予
測
と
被
害
の

援
、
教
職
員
の
創
意
工
夫
、
子

供
た
ち
の
努
力
が
実
を
結
ぶ
こ

と
を
期
待
し
て
教
育
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

公
共
用
地
取
得
に
伴
う

権
利
の
変
更
手
続
き

問　
大
神
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
に
関
連
し
て
、
相
模
川
西

部
土
地
改
良
区
か
ら
精
算
金
の

請
求
が
元
所
有
者
に
郵
送
さ
れ

た
。
既
に
市
が
買
収
し
て
い
た

土
地
に
、
現
在
ま
で
西
部
用
水

と
し
て
、
元
所
有
者
が
費
用
を

支
払
っ
て
い
た
。
他
地
域
で
も

同
様
の
事
例
が
発
生
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

産
業
振
興
部
長　
土
地
買
収
に

当
た
り
、
区
域
の
除
外
に
つ
い

て
は
、
組
合
員
が
転
用
手
続
き

を
行
う
こ
と
に
な
る
。
他
地
域

に
つ
い
て
は
、
本
市
で
直
接
確

認
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

問　
本
市
は
関
係
な
く
、
地
主

の
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
間
違
い
な
い
か
。

産
業
振
興
部
長　
西
部
土
地
改

良
区
と
組
合
員
が
整
理
す
る
問

題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
40
年
間
も
費
用
を
払
い
続

け
て
い
る
農
家
が
い
る
。
西
部

土
地
改
良
区
に
調
査
、
改
善
を

申
し
入
れ
た
ら
ど
う
か
。

産
業
振
興
部
長　
今
後
農
道
を

買
収
し
た
際
、
西
部
土
地
改
良

区
に
伝
え
る
。

問　
今
後
で
な
く
、
今
か
ら
全

部
台
帳
で
照
合
す
れ
ば
い
い
話

で
あ
る
が
、
で
き
る
の
か
。

産
業
振
興
部
長　
農
道
買
収
の

情
報
は
過
去
に
遡
っ
て
確
認
で

き
る
の
で
、
情
報
提
供
す
る
。

平
塚
創
生
会

決
算
の
特
徴
と
評
価

問　
平
成
27
年
度
決
算
を
ど
う

分
析
し
て
い
る
か
。

市
長　
市
税
の
減
収
、
市
債
の

減
少
か
ら
、
歳
入
は
約
５
億
４

４
０
０
万
円
の
減
少
と
な
っ
た
。

歳
出
は
投
資
的
経
費
が
減
少
し

た
一
方
、
扶
助
費
や
公
共
施
設

整
備
保
全
基
金
へ
の
積
立
金
の

増
加
か
ら
、
約
１
５
０
０
万
円

増
加
し
た
。
厳
し
い
財
政
状
況

が
続
く
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
将
来
負
担
比
率
の
早
期
健

全
化
基
準
は
３
５
０
％
で
あ
る

が
、
本
市
は
０
％
で
あ
る
。
こ

の
理
由
は
何
か
。

企
画
政
策
部
長　
将
来
に
わ
た

る
債
務
に
対
し
、
予
定
さ
れ
て

い
る
毎
年
の
収
入
や
基
金
残
高

な
ど
と
の
比
較
が
こ
の
指
標
で

あ
る
。
収
入
見
込
み
と
基
金
残

高
が
多
い
年
は
０
％
で
あ
っ
た
。

問　
公
債
費
は
33
年
度
か
ら
35

年
度
で
ピ
ー
ク
に
な
る
が
、
将

持
続
可
能
な
財
政
状
況
へ
　
決
算

と
将
来
推
計
人
口
か
ら
検
討
す
る

渡
辺 

敏
光 

議
員

日
本
共
産
党
平
塚
市
議
会
議
員
団

大
地
変
動
の
時
代
に

必
要
な
自
治
体
の
決
心

吉
野 

和
美 

議
員

ら
公
表
日
の
通
知
が
な
い
。
個

人
の
結
果
は
生
徒
本
人
、
保
護

者
に
伝
え
学
習
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
い
る
。

問　
特
色
あ
る
学
校
経
営
に
関

連
し
て
、
昼
食
時
間
の
確
保
は

重
要
で
あ
る
が
、
何
時
に
提
供

し
て
い
る
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長　
小
学
校

で
12
時
30
分
か
ら
13
時
の
間
、

中
学
校
で
12
時
と
12
時
50
分
の

前
後
と
な
っ
て
い
る
。

問　
生
徒
や
保
護
者
は
12
時
と

13
時
の
ど
ち
ら
を
希
望
す
る
と

思
う
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長　
各
学
校

の
事
情
に
よ
っ
て
、
学
校
長
が

判
断
す
る
。
学
校
で
検
討
し
て

年
度
ご
と
に
定
め
て
い
る
。

問　
私
は
教
育
長
と
何
年
間
も

議
論
し
て
き
た
が
、
教
育
力
は

生
き
る
力
と
学
力
で
あ
る
。
今

年
教
育
委
員
会
は
学
力
を
入
れ

て
前
進
し
た
と
思
う
が
、
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
は
何
か
。

教
育
長　
総
合
教
育
会
議
で
議

論
し
た
が
、
行
政
、
地
域
の
支

軽
減
策
に
対
し
て
柔
軟
に
対
応

で
き
る
組
織
改
革
と
は
ど
う
あ

る
べ
き
と
考
え
る
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
国
か
ら

示
さ
れ
る
政
策
に
柔
軟
に
対
応

す
る
に
は
、
庁
内
が
一
丸
と
な

り
横
断
的
か
つ
機
能
的
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

庁
内
が
効
率
的
か
つ
効
果
的
に

連
携
を
図
り
、
防
災
・
減
災
対

策
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

問　
巨
大
地
震
に
対
す
る
喫
緊

の
対
策
の
検
討
を
早
急
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
本
市
に

求
め
ら
れ
る
多
種
多
様
な
事
由

に
、
庁
内
が
横
断
的
に
連
携
し

確
実
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

平塚創生会 所 属 議 員

臼井 照人議員柏木 徹 議員

来
負
担
比
率
は
ど
う
変
わ
る
か
。

企
画
政
策
部
長　
こ
の
状
況
が

続
け
ば
、
０
％
に
近
い
数
値
は

続
く
と
見
込
ん
で
い
る
。

問　
財
政
分
析
指
標
に
つ
い
て
、

県
内
の
同
規
模
自
治
体
と
比
較

し
て
ど
う
分
析
す
る
か
。

市
長　
県
内
の
施
行
時
特
例
市

５
市
の
中
で
指
標
は
お
お
む
ね

中
位
を
占
め
る
。
将
来
世
代
へ

の
負
担
は
少
な
い
も
の
の
、
財

政
の
硬
直
化
が
懸
念
さ
れ
る
。

問　
職
員
給
与
削
減
案
が
提
出

さ
れ
て
い
る
。
人
件
費
を
、
住

民
一
人
当
た
り
の
額
で
見
る
と
、

本
市
は
約
５
万
７
千
円
で
、
５

市
の
中
で
２
番
目
に
低
い
。
国

へ
提
出
し
て
い
る
財
政
状
況
資

料
集
で
は
、
今
後
も
抑
制
に
努

め
る
と
し
て
い
る
が
、
ど
こ
ま

で
下
げ
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長　
定
数
や
人
件

費
に
つ
い
て
ど
う
い
う
方
向
が

よ
い
の
か
十
分
に
分
析
し
た
い
。

持
続
可
能
な
財
政
状
況

問　
本
市
の
将
来
推
計
人
口
で

は
、
２
０
４
０
年
で
23
万
人
弱

と
し
て
い
る
が
、
市
税
は
ど
の

よ
う
に
推
計
し
て
い
る
か
。

市
長　
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

か
ら
、
個
人
市
民
税
は
減
少
が

見
込
ま
れ
る
。

問　
今
後
の
収
支
の
見
通
し
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長　
扶
助
費
の
増
加
に
よ
り
、

各
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
も
増

加
が
見
込
ま
れ
る
。
公
共
施
設

な
ど
の
更
新
経
費
も
増
加
す
る

一
方
で
、
市
税
の
増
加
は
見
込

み
づ
ら
い
。
選
択
と
集
中
の
考

え
の
下
、
事
務
事
業
の
見
直
し




